










まとめ 

医療体制や設備の整備につれて,妊産婦死亡は着実に低下してきてい壷このなかで,比較的

頻度が低いと考えられていた羊水栓塞症の比重が相対的に高くなってきた。また,抗生物質

の進歩により激減したと思われる敗血症も,実はまだまだ油断のできない疾患と考えられ

る。 


